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1 研究背景

UMLとは，Unified Modeling Languageの略で，
日本語では『統一モデリング言語』と呼ばれてい

る [1]．UML はオブジェクト指向におけるソフト
ウェア開発に大変有効なものであるが，記述規則が

複雑なため，UMLの学習段階で多くの時間を要し
てしまう．そのため教育現場では，最も重要となる

UMLを使用してのプログラム設計にかける時間が
少なくなってしまうという問題が起こっている．

近年はコンピュータを利用した教育の有効性が認

められているが，UMLの分野では，ソフトウェア
開発の現場で使用される事を目的としたツールが

ほとんどであり，それらの特徴としてソフトウェア

開発における作業効率を追求している．このような

ツールは必ずしもUMLの学習に有効であるとは言
えない [2]．
そこで本研究では教育現場向けとして，UMLの

学習効率を追求したツールを提供する事を目指す．

2 教育向けソフトウェアとは

教育向けソフトウェアは以下の項目を満たしてい

る必要がある．４つの要素が全て満たされて初めて

有効な教育向け支援が実現できるといえる．

• 使用者向け（学習支援）
ソフトウェアは，使用者の学習効率を上げなけ

ればならない．
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• 導入者向け
ソフトウェアは，インストールプロセスをでき

る限り減らさなければならない．

• 開発者向け
ソフトウェアは，修正に対して閉じており，拡

張に対して開いてなければならない．

• 動作環境向け
ソフトウェアは，ハードウェア，OS等の動作
環境に依存してはいけない．

3 教育向けUML描画ツールの開

発

UML描画ツールとして，最低限ユースケース図，
クラス図，シーケンス図の描画機能を提供するのが

望ましいが，開発時間の関係上クラス図描画機能の

みを提供している．

3.1 基本機能

クラス図の描画機能として，以下の機能を実装し

ている．

• クラスの作成，編集，削除，移動

• 関係線の作成，削除，移動

• 多重度の作成，編集，削除

• セーブ＆ロード

• 印刷

描画操作はマウスで行う．描画領域となるワーク

スペースに，クラスや関係線などのコンポーネント

を配置し，編集・移動を繰り返してクラス図全体を

形成していく．(Fig.1)
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図 1 スクリーンショット
Fig. 1: Screen Shot

3.2 教育向け機能

UMLとしての入力内容を解析し，意味情報とし
て表示する機能を用意した．Fig.2に示したスクリー
ンショットでは，属性名とその型名が逆の位置に入

力されているため，意味情報として属性名と型名が

逆に表示されている．学習者は，自分が意図したも

のと違う結果が表示されている事に気付き，UML
の記述規則の誤りに気付く．

図 2 意味情報の表示
Fig. 2: Display of meaning information

キーボードからの入力に対して逐次処理している

ため，学習者が記述規則を間違って入力した際に，

すぐにその間違いに気付いて入力し直す事ができ，

入力内容が正しい事を確認できる．

3.3 実装環境

本研究では Java2SE 5.0 [3]で実装している。開
発はWindowsで行い，40人規模の授業で Linuxで
動作し使用するなど，動作環境に依存しない．

4 課題・展望

■基本機能の強化 次に挙げる機能を実装すること

で，UML描画ツールとしての性能の向上を目
指す．

• ユースケース図＆シーケンス図の描画機能

• 範囲選択機能

• アンドゥ＆リドゥ機能

■教育向け機能の強化 次に挙げる機能を実装する

ことで，教育向けソフトウェアとしての性能の

向上を目指す．

• 演習課題支援
出題側の課題作成や、学習側の解答およ

び提出を支援する機能

• UMLにおけるオブジェクト指向開発の理
解の向上

UML図間の情報の対応を支援する

また，実際に授業でツールを使用してもらい，フ

ィードバックを得る事で今後の研究に活かしたい．
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